


かぐや姫

 
月に嫁いだ、かぐや姫。

少しだけ早く嫁いで行ってしまった娘。

もっと一緒にいたかった

ちいさな頃からおてんばで

ご飯ものこさず食べてくれた

みんなと仲良く遊んで

追いかけっこもしたね

ねこじゃらしを摘みとって

花束みたいにプレゼントしてくれたね

初めて出会った頃は私の手の中で

ちいさな産声をあげたね

あれから幾時が過ぎ

素敵な、かぐや姫に成長したね

ある日突然に月からのお迎えが来て

私たちの手から離れてしまった娘。

なついてくれた小さかった頃のように

もうそばにはいれないのだね。

大好きだよ、かぐや姫。

月は、はるかに遠いけど

私たちが手をふったら応えておくれ。

寂しくなったら帰っておいで

あなたからたくさんの思い出をくれた。

今まで一緒にいてくれてありがとう。



子猫のマキリン

 
飼っていた子猫のマキリンが天使になりました。

 
あまりかまってあげられなかったことが悔やまれます。

 
もし天国が月だとすれば、夜になれば眺められて私を照らしてくれます。

 
 猫は私にとって子供であり友達のような存在です。
 
今まで私はたくさんの猫たちと出会い、それと同時に

 
悲しい別れもたくさんありました。

 
みんなとの思い出を大事にしつつ、

 
月命日にはお線香をあげます。

 
いつか私が月という名の天国へ向かう時

 
猫たちと再び会えるので悲しくありません。

 
生きている間は今一緒にいる猫たちとともに

 
大好きな月を眺めていたいです。


